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平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日
に
山
梨
県
文
化
財
保
護

審
議
会
は
、
次
の
文
化
財
に
つ
い
て
山
梨
県
指
定
と
す
る

よ
う
答
申
し
ま
し
た
。

●
絹
本
著
色
十
字
架
捧
持
マ
ニ
像
（
天
目
山
栖
雲
寺
蔵
）

●
絹
本
著
色
不
動
明
王
像

附
（
つ
け
た
り
）

紙
本
著
色
不
動
明
王
像

横
田
汝
圭
筆

（
柏
尾
山
大
善
寺
蔵
）

●
塩
平
の
獅
子
舞

（
無
形
民
俗
文
化
財
・
山
梨
市
）

こ
の
う
ち
、
有
形
文
化
財
で
あ
る
先
の
二
件
は
甲
州
市

に
所
在
し
て
お
り
、
新
た
に
貴
重
な
文
化
財
が
増
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

｢

十
字
架
捧
持
マ
ニ
像｣

に
つ
い
て
は
、
「
上
条
報
告

第

二
十
五
号
」（
平
成
二
十
三
年
六
月
）
に
て
特
集
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
景
教
（
中
国
に
伝
播
し
た
キ
リ

ス
ト
教
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
）
ま
た
は
マ
ニ
教
絵
画
で
は
な

い
か
、
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
世
界
的
な
研
究
が
進
め
ら

れ
、
マ
ニ
教
絵
画
で
あ
る
と
の
考
え
が
大
多
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

指
定
名
称
も
、
そ
の
流
れ
を
受
け
て
の
も
の
で
す
が
、

類
例
す
る
絵
画
が
国
内
外
に
八
点
し
か
な
く
、
今
後
も
引

き
続
き
調
査
研
究
さ
れ
る
べ
き
絵
画
で
あ
り
ま
す
。

新
指
定
を
受
け
た
文
化
財
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

絹
本
著
色
十
字
架
捧
持
マ
ニ
像

法
量

縦
一
五
三
・
三
㎝

横
五
八
・
七
㎝

作
者

不
明

時
代

元
時
代
（
十
三
～
十
四
世
紀
）

本
図
は
、
「
上
条
報
告

第
二
十
五
号
」
で
も
記
し
た
と
お

り
、
十
字
架
を
手
に
す
る
聖
像
で
、
大
和
文
華
館
（
奈
良
市
）

が
所
持
す
る
「
六
道
絵
」
の
尊
像
と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
尊
像
は
「
マ
ニ
」
そ
の
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
マ
ニ
と
共
通
す
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
「
十

字
架
捧
持
マ
ニ
像
」
と
い
う
解
釈
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
六
道
絵
の
マ
ニ
と
は
像
容
が
異
な
る
点
も
あ
る
た

め
、
マ
ニ
像
と
言
い
切
っ
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
、
検
討
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
指
定
は
、
マ
ニ
教
か
景
教
か
と
い
う
研
究
者
の
論
争

は
さ
て
お
き
、
山
梨
県
の
古
刹
に
元
時
代
の
絵
画
が
保
存
さ
れ

て
き
た
と
い
う
歴
史
的
・
文
化
的
な
事
実
を
も
っ
て
な
さ
れ
た

も
の
で
す
。

世
界
的
に
も
類
例
が
少
な
い
貴
重
な
絵
画
で
あ
る
た
め
、
国
指

定
も
考
え
ら
れ
る
文
化
財
で
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査

研
究
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

絹
本
著
色
不
動
明
王
像

附

紙
本
著
色
不
動
明
王
像

横
田
汝
圭
筆

法
量

縦
四
四
五
・
六
㎝

横
三
三
九
・
八
㎝

（
附

縦
四
四
六
・
二
㎝

横
三
二
八
・
二
㎝
）

作
者

不
明
（
附

横
田
汝
圭
）

時
代

平
安
時
代
後
期

（
附

江
戸
・
文
化
四
年
―
一
八
〇
七
）

大
善
寺
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
不
動
明
王
像
で
、
県
内
屈
指
の

大
型
絵
画
で
す
。
毎
年
七
月
十
五
日
に
本
堂
に
掛
け
て
い
た
と

記
録
さ
れ
て
お
り
、
寺
に
と
っ
て
は
重
要
な
不
動
明
王
像
だ
っ

た
た
め
、
画
面
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
大
切
に
使
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

絹本著色十字架捧持マニ像

市
内
文
化
財
の
県
指
定
に
つ
い
て

附 紙本著色不動明王像
古い像の想定復元模写ですが、この像
によりオリジナルの像を把握できます。

絹本著色不動明王像
画面の劣化が著しく、何が描かれている
のかよく分りません。かろうじて炎などの輪
郭が確認できます。
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